
得意分野はプラスチック全般による高精度加工品。
積極的に設備投資を行い、IT 導入も意欲的に進めている。
会社プロフィール
所在地： 東京都八王子市加住町1-255-1
資本金： 1,000万円
代表取締役： 三輪 喜久
従業員数： 22人
事業内容： 各種プラスチック部品の精密試作加工、光学部品試作
東京は八王子に工場を構える株式会社ワークスは、樹脂専門の加工メーカーでマシニングセンタによる精密部品の試作品を手がけています。
同社の得意分野は、主に光学機器や医療機器、家電に使用されるレンズやファインダー回りの超精密部品の樹脂加工。

ワークスは1991年に現社長が設立。現在では従業員20名で年間四億円を超える売上実績を誇ります。5年前には、同社のビルが建つほどの勢いです。
その現社長の右腕となり、パワー溢れる同社を取り仕切る、敏腕営業部長の坂本氏にお話しをうかがいました。
（１） ワークスの目指すスタイル

同社が現在の分野に着手するようになったのは、会社設立の翌年だそう。
丁度、日本経済の雲行きが怪しくなってきた年でした。
設備さえあれば誰にでも造れるものは、必ず値段の競争だけに陥る。
それなら、同業者がやらない・やりたがらないニッチな領域にあえて挑戦し、パーフェクトにこなす。これがワークスが目指した仕事のスタイルなのです。
設立2年目にして、新規顧客を次々と獲得し、実績を生みました。

ワークスでは現在、20台のマシニングセンタと13台の CAD/CAM を保有しており、それらがフル稼働するほど、多忙な毎日を送っています。
この不況下において、設備の稼働率が100％を超える会社が存在すること自体驚きですが、「年中このような状態が続いている。」と、苦笑いを見せる坂本氏。

CAD/CAM を導入したのは1993年に入ってから。
業界でも CAD/CAM が注目されてきた頃で、導入する会社以上に使いこなすオペレーターは少なかったと言います。
しかし、今後のワークスには必要不可欠と感じた社長は CAD/CAM 導入に踏み込みました。
結果、CAD/CAM による生産効率の向上と、高精度の部品を手がける職人技の融合が見事に開花。時代の最先端技術を駆使するワークスのものづくりの基盤が出来上がったのです。
（２） 最高の技術を提供する

同社が手がけているものは複雑形状の三次元樹脂加工です。
まず、お客様からいただいた図面を、ワークス独自のノウハウで NC データ生成が行われ、マシニングセンタでそれぞれの部品を製作し、出来上がった製品は３次元測定機で精密に検査されます。
同社で手がける製品のほとんどは「短納期」と「高度な技術」を要することから、生産管理システムによる進捗管理と、CAD/CAM・マシニングセンタ・検査器具などの設備投資はかかせません。
また、本社工場と500～600メートル離れた第２工場とを無線 LAN で結んでいます。離れていることで懸念されていた、データの受け渡しからから加工スケジュールの共有が無線 LAN を通じて効率的に行えるようになりました。またそれ以上に、人が介していた部分の無駄を省くことができ、画期的なものとなりました。

しかし、「どんなに高い設備を導入しても、機械は人間が指示した加工を行うだけ。オペレートする人間のセンスも要求される。」と坂本氏は言います。
同社には現在12名のプログラマーが在籍し、いずれも 5年以上現場の経験があるスタッフが手がけています。それは、機械だけでは補えない部分を蓄積された職人のノウハウによって補い、 最高の技術をお客様に提供するためなのです。

ワークスが最先端の技術を提供できる理由。
それは高い技術力やセンスを持った人材（職人技）の確保と最先端の設備（ ＩＴ 化）、これらの融合を実現し、また追求し続ける姿勢が重要なカギと言えます。
（３） ネットの可能性

同社のネット受注への取組みは、今から５年前に遡ります。
当初は会社概要的な位置づけでホームページを立ち上げました。そこから商売に結びつくことは全然予想していなかったからです。
しかし、突然大きなビジネスチャンスがホームページを通じて舞い込んできました。それは、大手精密機器メーカーからの問合せでした。
これまで、予想ができなかったお客様との出会いが、同社にインターネットの重要性を感じさせました。

そこから、ワークスのネットへの取組みが加速します。
現在では、ネットを限りない可能性を秘めたツールとして、受注はもちろん、発注や情報交換としても使いこなしています。
（文： 株式会社エヌシーネットワーク　金澤　亜希子）
【関連サイト URL】 
株式会社ワークス： http://www.works-co-ltd.co.jp/ 
株式会社エヌシーネットワーク： http://www.nc-net.or.jp
